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項⽬ 内容
1.企業情報  業種︓主に⼩売業

 事業概要︓コンビニエンスストア、総合スーパー、⾷品スーパー、
百貨店、専⾨店、フードサービス、⾦融サービス、IT／サービス等
の事業を中⼼とした企業グループ、及び純粋持株会社（弊社）

 事業規模
売上 11兆9,976億4,300万円（連結、2020年2⽉期）
従業員数 138,808⼈（連結、2020年2⽉末）

2.削減⽬標
案

＜Scope１・２の削減⽬標と削減に向けた取り組み＞
環境宣⾔「GREEN CHALLENGE 2050」で掲げている⽬標の範
囲を拡⼤した内容で、SBT認定を受ける⽅向で検討。
※なお、「GREEN CHALLENGE 2050」における店舗運営のCO2

排出量削減⽬標のうち、2050年までの削減⽬標は、「80％以上削減
(2013年⽐)」から「実質ゼロ」へ、2020年12⽉改定。

＜Scope３の削減⽬標と削減に向けた取り組み＞
Scope1・2と範囲を揃え算定を⾏った上で、サプライヤーエンゲージ
メントに関する⽬標を設定する⽅向で検討。
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項⽬ 内容
3.基準年のGHG
インベントリ

 Scope１・２・３の排出量の状況（2019年度）
範囲︓グループ主要10社合計

＜Scope3カテゴリー別⽐率詳細＞
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Scope１, 0.4%

Scope2, 10.0%Scope3, 89.6%

カテゴリー 割合

Cat.1（購⼊した製品・サービス） 86.0%

Cat.2（資本財） 3.2％
Cat.3（スコープ1・2以外の燃料・

エネルギー活動） 1.0％

Cat.4（物流・上流） 1.6％

Cat.5（事業から出る廃棄物） 0.3％

Cat.6（出張） 0.1％

Cat.7（雇⽤者の通勤） 0.2％

Cat.9（物流・下流） 0.2％

Cat.11（販売した製品の使⽤） 0.4％

Cat.12（販売した製品の廃棄） 6.1％

Cat.13（リース資産（下流）） 1.0％

その他 0.1％



項⽬ 内容
4.気候変動
によるリスクと
機会の分析

【リスク】
 炭素税の導⼊、及び電気代上昇による、⽀出の増加。
 商品調達・⽣産コストの上昇。
 ⾃然災害の増加に伴う休業の増加により、売上が減少。
 原材料(農畜⽔産物)の収穫(収獲)量減少による、売上の減少。
【機会】
 お客様のサステナブルな⽣活様式に合わせた商品・サービス開発

により売上が増加。（例︓環境配慮型商品、EV⾃動⾞への充
電サービス等）

5.削減⽬標
設定の背
景・⽬的・期
待する効果
など

 SBTの認定を⽬指すことを契機に、範囲を拡⼤し、よりグループ
全体をカバーした⽬標の策定を⽬指す。

 SBT認定を受けることにより、サプライチェーン全体のCO2排出量
削減の取組みを深化させる。

 CO2削減にグループあげて取組み企業価値の向上を図るととも
に、脱炭素社会の実現に貢献する。
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項⽬ 内容
6.⽬標設定
のプロセスと
社内の議論

 環境⽬標「GREEN CHALLENGE 2050」の場合は、サステナ
ビリティ推進部⾨と経営層との間で何度も議論を重ねたあと、取
締役会にて決議を⾏い策定した。

 また、実際に取組みを推進するのはグループ各社であり、各社の
経営層の理解が重要であるため、グループ各社の経営トップへ丁
寧に説明を⾏った。

 今回のSBT認定についても、同様のプロセスにて進める予定。

7.今後の課
題

 SBT認定を受ける⽬標の、対象範囲の決定。及び、対象範囲と
なるグループ各社の連携強化。

 Scope3算定を実施する対象を、⼩売以外の業態のグループ会
社、海外のグループ会社への拡⼤に向けた、算定⼿順の確⽴。

 Scope3排出削減の取組みに関するお取引先様のご理解と、お
取引先様との協働による削減取組みの推進。

 「GREEN CHALLENGE 2050」で掲げる⽬標以上の取組み
推進・強化。
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